富山県庁舎清掃業務委託仕様書
　この仕様書は、発注者が委託する「富山県庁舎清掃等業務」のうちの清掃業務（以下この仕様書において「業務」という。）の大要を示すもので、現場の状況に応じて簡易なものについては、仕様書に記載されていない事項であっても誠意をもって行うほか、発注者が美観又は財産管理上必要と認め指示した作業は、契約金額の範囲内で実施するものとする。
１　目的
    業務範囲内における清掃等、衛生的環境を維持し、発注者の業務の円滑な運営に寄与することを目的とする。
２　業務の範囲
	名　称
	構造・階数
	日常清掃業務
	定期清掃業務

	本　  館
	鉄筋コンクリート造・４階建
	5,461㎡
	13,528㎡

	南 別 館
	鉄筋コンクリート造・４階建
	1,257㎡
	3,961㎡

	東 別 館
	鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造・地上４階、地下１階建
	779㎡
	　1,975㎡

	防災危機管理センター
	鉄骨造(一部鉄筋コンクリート造)・10階建
	3,268㎡
	6,080㎡

	議 事 堂
	鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造・地上４階、地下１階建
	2,478㎡
	5,448㎡

	構　  内
	
	18,666㎡
	－


３　業務の内容
　　別紙「本館、南・東別館清掃等実施周期表」、「防災危機管理センター清掃等実施周期表」及び「議事堂清掃等実施周期表」（以下「周期表」という。）による清掃等の業務
４  委託期間
　　令和８年４月１日から令和９年３月31日まで
５  業務の種類及び業務時間等
　(1) 日常清掃業務
　　　委託期間中の土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日及び12月29日から翌年１月３日までを除く毎日の午前８時から午後５時までとする。
ただし、うち１時間を休憩時間とし、原則として正午から午後１時までとする。
　(2) 定期清掃業務
　　　委託期間中、年４回概ね３か月に１回、周期表に基づき発注者の指定する日に実施すること。

　　  また、県議会開催期間中は、議場等の清掃を実施すること。（年25日程度）
　(3) 窓ガラスの清掃
　　　委託期間中、年１回、発注者の指定する期間の間に実施すること。
６　委託業務員の要件及び配置
　(1) 要件

　　　委託業務員は、身元確実かつ作業能力十分と認められる健康な者であること。
　(2) 配置

　　ア　日常清掃業務

　　　　受注者は、日常清掃業務を定められた時間内に円滑かつ確実に実施するため、必要な人員の委託業務員を庁舎に常駐させること。
　　イ　定期清掃業務及び窓ガラス清掃業務
　　　　受注者は、作業量に見合う人員をもって清掃業務を行わせること。
７　担当責任者
　(1) 担当責任者は、業務の実施時間内は庁舎に常駐すること。
　(2) 担当責任者は、委託業務員の指揮監督を行うとともに、業務の適切な作業管理を行うこと。

(3) 担当責任者は、発注者と常時連絡が取れるようにすること。
８　臨時の措置

受注者は、委託業務員が都合により委託業務に従事できないときは、事前に発注者に連絡し、代わりの委託業務員を臨時に業務させること。
９ 負担区分
　(1) 業務の実施に要する器具及び消耗品は受注者の負担とする。ただし、トイレットペーパー、便座シート又は便座除菌クリーナー、トイレ消臭・芳香剤、手洗い用石鹸及びゴミ袋は発注者が支給する。
　(2) 業務の実施に要する発注者の施設、電力、水道等の費用は発注者の負担とする。
10　報告
　　委託業務員は、毎日の委託業務の完了後、発注者の指定する様式により業務実施状況を報告すること。
11　作業要領等
　　周期表に基づき、次の要領で清掃等の業務を実施するものとする。ただし、汚れの著しい箇所等は、　周期表にかかわらず清掃を実施すること。　
　(1) 共通事項

　　ア　業務の実施に適した服装及び名札を着用し、委託業務員であることを明確にすること。
　　イ　作業の際は、職員等の業務や通行人の支障とならないよう充分注意すること。また、庁舎の美観及び衛生的環境を害さないよう充分注意すること。
　　ウ　２メートル以上の高所で作業をする場合には、労働安全衛生規則（昭和47年労働省令第32号）第518条第２項に規定する墜落防止措置を講じて作業を行うこと。
　　エ　洗剤、ワックスは庁舎の安全及び美観等に配慮して使用すること。
　　オ　新型インフルエンザ等の感染症が発生した場合、必要に応じ、消毒等の清掃を行うこと。

　　カ　清掃廃液は、関係法令に基づき処理すること。
　(2) 業務別事項

　　ア　本館、南・東別館及び防災危機管理センター
　　(ｱ) ほこり取り
　　　・低所（床面からおおむね２メートル以下）の壁面、窓枠、カウンター、階段手摺り、掲示板及び備品類等のほこりを取り除く。 
　　　・高所の天井、照明器具、電気時計、各種配管類、天井の空調吹出し口等のほこりを取り除く。
　　(ｲ) 床の清掃
　　　・はき掃除は、自在ぼうき等を用い、床面のゴミ等をほこりのたたぬよう取り除く。
　　　・水拭きは、水で濡らしたモップ類を堅く絞り、床面を強く拭きあげる。
　　　・集塵、艶出しは、ダストクロース類を用い、床面のほこりを除くとともに艶出しをする。
　　　・洗浄は、洗剤を用い、電動ポリッシャー等により充分洗浄し、汚水を拭き取る。

　　　・ワックス塗りは、床の材質に適合したワックスを床面に均等に塗り、乾きを待って電動ポリッシャー等により光沢が出るよう磨きあげる。
　　　・真空清掃は、真空掃除機を用い、じゅうたん、カーペット類のほこりを入念に取り除く。
　　(ｳ) 什器備品類の清掃
　　　・ダストクロース類によるから拭き又は堅く絞った雑巾拭き（汚れの著しい部分には洗剤使用）をする。
　　(ｴ) 手摺、窓枠、腰壁、巾木等の清掃
　　　・ダストクロース類によるから拭き又は堅く絞った雑巾拭き（汚れの著しい部分には洗剤使用）をする。
　　(ｵ)  靴拭マットの清掃
　　　・土砂を落とし、シミを拭き、充分洗浄のうえ乾きを待って敷き込む。
　　(ｶ) 湯沸所、流し台、洗面器、便器類の清掃
　　　・洗剤又はクレンザーを用いスチールウール又はたわし類で掃除する。なお、便器類の掃除では、金属管を腐食させる塩酸等を使用しないこと。
　　(ｷ) 扉、把手、階段滑り止め金具等の清掃
　　　・から拭き（必要に応じて磨き剤使用）をする。
　　(ｸ) 屋上の清掃
　　　・はき掃除の際に、特に屋上排水口の詰まりを確実に解消する。
　　(ｹ) 鏡、らんま、扉ガラス等の清掃
　　　・雑巾、ウエス類を用い、水拭き（必要に応じて洗剤使用）の後,から拭きして充分な透明度にする。
　　(ｺ) 手洗所用消耗品の補給
　　　・トイレットペーパー、手洗い用石鹸液等は早めに補給する。
　　(ｻ) ゴミ、茶がら、吸いがら類の処理　
　　　・庁内の各所に配置されたゴミ入れ、茶がら入れ、吸いがら入れの中身を取りまとめて所定の場所に集める。
　　(ｼ) 窓ガラスの清掃
　　　・ガラスの両面を実施し、汚れの著しい部分は洗剤等を使用すること。
　　(ｽ) その他庁舎の維持管理上必要な軽作業
　　　・庁舎の維持管理上必要な業務で発注者の指示する軽易な作業を行う。

　　イ　議事堂
　　　　別紙「議事堂清掃等実施周期表」中の清掃要領により行う。
　　ウ　構内
　　(ｱ) 泉水内の清掃
　　　・正面玄関前の泉水内の清掃を汚れの度合いに応じ、随時行うとともに、年１回程度発注者の指
　　　示による清掃を行うこと。
　　(ｲ) 排水口、排水路、排水溝の掃除
　　　・構内（周囲柵外の側溝、中庭を含む。）の排水路（汚水路を除く。）のうち、開渠部分のゴミ、土砂等を取り除く。
　　(ｳ) 議会棟南側の分別収集所の清掃
　　　・発注者の指定する日で週２回、床のはき掃除等を行う。
　　(ｴ) 屑類、異物類の除去
　　　・構内（周囲柵外の側溝を含む。）に捨てられた屑類、異物類を取り除く。
　　(ｵ) 構内植栽、フラワーポットの手入れ
　　　・構内の植栽及びフラワーポット内の除草及び散水を行う。
　　(ｶ) 軽易な除雪等
　　　・積雪時における玄関、構内出入口等の除雪を行うとともに、低温時には融雪剤を散布するなど、
出入りに支障のないようにする。
12　委託業務員の労務管理
　　受注者は、委託業務員の労務管理並びに安全衛生管理について十分な注意を払い事故防止に努めるとともに、労働基準法、労働安全衛生法、労働者災害補償保険法、その他関係法令によるすべての責任を負うこと。
13　委託業務員の遵守事項
　(1) 業務の実施にあたっては、本仕様書に基づき誠実に業務を遂行すること。
　(2) 業務の遂行上、県の信用を失墜する行為をしてはならない。
　(3) 業務により知り得た事項を他の者に漏らしてはならない。
